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Ⅰ 調査の概要  
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１ 調査の目的 
 

京都市では，平成 17 年 1 月に策定した子育て支援施策の総合計画である新「京（みやこ）・子

どもいきいきプラン」※１（以下「現行プラン」といいます。）に基づき，市民・地域ぐるみで子

育てを支え合う子育て支援の風土づくりを進めてきましたが，現行プランの計画期間が平成 21年

度までとなっていることから，これを見直し，平成 22 年度から平成 26 年度までの 5 年間を計画

期間とする新たな計画※２を策定することとしています。 

現行プランに一体として盛り込んでいる「母子保健計画」は，21世紀の母子保健の主要な取組

を提示した国ビジョンである「健やか親子 21」の趣旨を踏まえ，地域の母子の健康や生活環境の

向上を図るための体制の確立に向けた計画であり，本調査は，妊娠，出産，育児その他子育てに

ついての意識や実態，母子保健サービスへの要望等を把握し，次期プランに盛り込む新たな「母

子保健計画」を策定するための基礎資料として活用する目的で実施しました。  

 
※1 次世代育成支援対策推進法に規定される市町村行動計画の前期計画（計画期間：平成 17～21 年度）に   

位置付けるものです。 

※2 次世代育成支援対策推進法に規定される市町村行動計画の後期計画（計画期間：平成 22～26 年度）に

位置付けるものです。 

 
 
 
２ 調査概要 
・ 調査地域  ：京都市全域 

・ 調査対象者 ：平成 20年 10 月 14 日から 11 月 17 日の間に保健所・支所における乳幼児健康  

診査（4 か月児，8か月児，1 歳 6 か月児，3歳児）に来所した保護者 

・ 調査期間  ：平成 20年 10 月 14 日から同年 11月 30 日まで  

・ 調査方法    ：保健所・支所における乳幼児健康診査会場でアンケート票配布・郵送回収（無 

記名回答） 

 

 調査票配布数 有効サンプル数 回収率 

母子保健に関する 

意識調査 
3,906 1,726 44.2％

（参考） 

平成 16 年調査 
 3,651 1,761 48.2％

                   
３ 報告書の見方 
 
●回答はすべて平成 20年 10 月 1日時点の状況に基づいています。 

 

●回答結果の割合「％」は有効サンプル数に対して，それぞれの回答数の割合を小数点以下第 2

位で四捨五入したものです。そのため，単数回答（複数の選択肢から 1つの選択肢を選ぶ方式）

であっても合計値が 100.0％にならない場合があります。 

 

●複数回答（複数の選択肢から 2 つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合，回答は選択肢ごと

の有効回答数に対して，それぞれの割合を示しています。そのため，合計が 100.0％を超える

場合があります。 

 

●図表中において「無回答」とあるものは，回答が示されていないものです。 
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●図表中の「n（number of case）」は，集計対象者総数（あるいは回答者限定設問の限定条件に

該当する人）を表しています。 

 

●文中で，「4 か月児，8 か月児，1 歳 6 か月児，3 歳児では・・・・」と表現したものは，「4 か

月児，8 か月児，1 歳 6 か月児，3 歳児健康診査に来所した母親の回答においては，・・・」と

いう意味です。 

 

●問 14，問 15，問 16については，お父さんがおられる方におたずねしましたが，解答欄が未記入

のものについては「無回答」か「父親がいない」か判別できないため，その分は計上していませ

ん。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

         Ⅱ 調査結果の概要
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１ お母さんと子どもの状況 

（１）母親の年齢 

  ・30～34歳の割合が，39.6 %で最も高い。 

  ・平成16年調査と比較して，35歳以上の割合が増加している。 

 

1.7%
4.4%

19.2%

39.6%

28.6%

6.5%

0.9%

5.4%

26.8%

43.4%

20.1%

3.6%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

19歳以下 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40歳以上

平成20年(n=1,726) 平成16年(n=1,761)

 
 

（２）対象児の出生順位 

  ・第1子が53%であり，平成16年調査とほぼ同じ割合である。 

53%

56% 44%

47%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成20年(n=1,726)

平成16年(n=1,761)

第1子 第2子以上
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２ お母さんの就労状況 

（１）母親の就労 

・「働いている」「育児休業中である」を合わせると，就労している母親は全体で35.4%である。 

（4か月児32.5%，8か月児30.8%，1歳6か月児36.2%，3歳児43.1%） 

・「育児休業中である」の割合は1歳6か月児では2.8%，3歳児では5.1%と低い。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（２）心身の状況 

・「心身ともに快調」が最も多く，全体では64.0%である。 

・約2割の母親に「からだが不調」「精神的に不調」「心身ともに調子が悪い」のいずれかの訴えがあ

る。 

64.0

69.1

62.5

64.8

58.6

7.8

5.6

9.3

6.5

10.2

9.7

11.8

11.2

7.8

7.3

4.0

5.5

6.1

14.1

11.0

13.8

14.8

17.5

2.6

2.2

0.2

0.5

0.5

0.2

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,726)

４か月児(n=498)

８か月児(n=419)

１歳６か月児(n=398)

３歳児(n=411)

心身ともに快調 からだの調子はよいが，精神的に不調
精神的にはよいが，からだが不調 心身ともに調子が悪い

なんともいえない 無回答

 
 
 
 

21.7

7.6

11.5

33.4

38.0

13.7

24.9

19.3

2.8

5.1

64.2

67.3

69.2

62.8

56.7 0.2

1.0

0.2

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,726)

４か月児(n=498)

８か月児(n=419)

１歳６か月児(n=398)

３歳児(n=411)

働いている 育児休業中である 働いていない 無回答
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３ 妊娠・出産について 

（１）妊娠中の心配・不安 

・妊娠中，心配や不安が「よくあった」は19.7%，「ときどきあった」は58.1%である。  

・平成 16 年調査と比較して「よくあった」の割合はほぼ同じ，「ときどきあった」はやや減少，「な

かった」はやや増加している。 

平成20年   不安・心配　（n=1,726）

19.7%

58.1%

22.2%

よくあった

ときどきあった

なかった

平成16年　不安・心配　(n=1,761）

19.2%

63.3%

16.8%
0.7%

よくあった

ときどきあった

なかった

無回答  
 

 

（２）最も不安や心配が大きかった時期 

・「妊娠前期」と「妊娠後期」の割合が高い。 

不安や心配が大きかった時期(n=1,343)

41.5%

12.7%

42.9%

2.9%
妊娠前期

妊娠中期

妊娠後期

無回答
 

 

（３）不安や心配（主なもの3つまで） 

・内容は，①「お腹の中の赤ちゃんのこと」②「出産のこと」③「産後の育児のこと」である。 

72.7

42.8

24.1
16.0

9.8

36.0
24.8

15.6
9.5

0.1
0

10
20
30
40
50
60
70
80

お
腹
の
中
の
赤
ち
ゃ

ん
の
こ
と

出
産
の
こ
と

妊
娠
中
の
自
分
の
か

ら
だ
や
健
康
の
こ
と

妊
娠
中
の
過
ご
し

方
，
生
活
の
こ
と

産
後
の
自
分
の
か
ら

だ
や
健
康
の
こ
と

産
後
の
育
児
の
こ
と

経
済
的
な
こ
と

仕
事
の
こ
と

そ
の
他

無
回
答

％
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・第1子とそれ以外を比べると， 

第1子では「出産のこと」，それ以外では「経済的なこと」の割合が高い。 

77.1

51.3

23.5

18.7

8.1

35.4

20.1

16.2

6.4

0.0

66.4

30.7

24.9

12.2

12.3

37.0

31.6

14.9

13.8

0.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

お腹の中の赤ちゃんのこと

出産のこと

妊娠中の自分のからだや健康のこと

妊娠中の過ごし方，生活のこと

産後の自分のからだや健康のこと

産後の育児のこと

経済的なこと

仕事のこと

その他

無回答

（％）
第一子(n=792) それ以外(n=551)

 
 

（４）悩みや不安の相談先（主なもの3つまで） 

・悩みや不安の相談先は 

①配偶者，②親・兄弟・姉妹などの親戚，③友人・知人・近所の人である。  

・「インターネット」は8.8%であり，平成16年調査の5.9%に比べてやや増加している。            

平成20年　悩みや不安の相談先（３つまで）

80.9%
72.9%

46.2%

25.1%
19.3%

0.7%
8.8%

0.3% 0.1% 0.5% 2.4% 0.9%
0%

10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

配
偶
者

親
・
兄
弟
・
姉
妹
な
ど
の

親
戚

友
人
・
知
人
・
近
所
の
人

病
院
・
医
院
・
助
産
院

子
育
て
中
の
仲
間

保
健
所

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

電
話
相
談

デ
パ
ー
ト
・
ス
ー
パ
ー
・

薬
局
等
の
相
談
会

そ
の
他

特
に
な
し

無
回
答

平成16年　悩みや不安の相談先（3つまで）

77.3% 74.6%

52.6%

26.5%
17.9%

1.0%
5.9%

0.0% 1.4% 4.1% 1.3%
0%

10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

配
偶
者

親
・
兄
弟
・
姉
妹
な
ど
の

親
戚

友
人
・
知
人
・
近
所
の
人

病
院
・
医
院
・
助
産
院

子
育
て
中
の
仲
間

保
健
所

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

デ
パ
ー
ト
・
ス
ー
パ
ー
・

薬
局
等
の
相
談
会

そ
の
他

特
に
な
し

無
回
答
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・第1子とそれ以外を比べると， 

   第1子で「インターネット」，それ以外では「子育て中の仲間」の割合が高い。 

81.5

74.0

47.5

26.5

15.7

0.9

11.5

0.3

0.2

0.8

1.8

0.3

80.3

71.6

44.7

23.5

23.3

0.5

5.8

0.4

0.0

0.2

3.1

1.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

配偶者

親・兄弟・姉妹などの親戚

友人・知人・近所の人

病院・医院・助産院

子育て中の仲間

保健所

インターネット

電話相談

デパート・スーパー・薬局等の相談会

その他

特になし

無回答

（％）

第一子(n=912) それ以外(n=814)

 
 

（５）妊娠中や出産後まもなく，精神的に落ち込むことやイライラを感じること 

・「よくあった」「時々あった」を合わせると54.8%であり，平成16年調査と比較してほぼ同じである。 

平成20年(n=1 ,726)

39.3%

31.3%

13.6%
0.2%

15.5%
よくあった

時々あった

ほとんどなかった

なかった

無回答

平成16年(n=1 ,761 )

40.9%

30.6%

12.0% 0.7%
15.7%

よくあった

時々あった

ほとんどなかった

なかった

無回答
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・第1子とそれ以外を比べると， 

   「よくあった」「時々あった」ともに第1子で割合が高い。 

15.5

19.8

10.7

39.3

44.5

33.5

31.3

26.2

37.1

13.6

9.1

18.6 0.1

0.3

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,726)

第一子(n=912)

それ以外(n=814)

よくあった 時々あった ほとんどなかった なかった 無回答

 
 

（６）精神的な落ち込みやイライラを感じた時期 

・精神的な落ち込みやイライラを感じた時期は，「出産後1か月以内」が，全体の45.9%と最も高い。 

時期(n=947)

10.7%

45.9%
13.0%

11.5%

5.7%

12.7%0.5%

妊娠初期

妊娠中期

妊娠後期

出産直後（１週間以内）

出産後１か月以内

その他

無回答
 

 

（７）精神的な落ち込みやイライラの対応方法 

・「誰かに話をするなどして落ち着いた」は，64.8%であり，「誰にも相談できなかった」は 4.8%であ

る。 

対応方法　(n=947)

9.7%

64.8%

18.6%

2.0%

4.8%
0.1%

自分で気持ちを落ち着か
せることができた

誰かに話をするなどして落
ち着いた

何もせず，時間が経ったら
落ち着いていた

専門機関等に相談した

誰にも相談できなかった

無回答
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４ 子育て中のことについて 

（１）悩みや不安が大きかった時期（あてはまるもの3つまで） 

・第1子とそれ以外を比べると， 

 第1子では，「1か月未満」が55.3%，「1～5か月未満」が51.0%である。 

それ以外では「特になかった」が32.4%である。 

55.3

51.0

23.5

14.1

8.9

12.9

0.5

27.8

31.6

21.7

20.0

17.3

32.4

0.7

0.0 20.0 40.0 60.0

１か月未満

1～５か月未満

５か月～１歳未満

１歳～２歳未満

２歳～３歳３か月

特になかった

無回答

（％）
第一子(n=912) それ以外(n=814)

 
 

（２）悩みや不安の内容（主なもの3つまで） 

・①「育児のこと」，②「子どもの発育や発達のこと」，③「産後の自分の体や健康のこと」の割合が高い。 

・第 1 子とそれ以外を比べると，第 1 子では「育児のこと」「産後の自分の体や健康のこと」の割合

が高く，それ以外では「経済的なこと」の割合が高い。 

53.2

68.8

26.9

19.9

15.2

10.1

8.4

1.3

49.6

47.4

19.5

22.2

24.4

11.4

13.4

1.3

0.0 20.0 40.0 60.0

子どもの発育や発達のこと

育児のこと

産後の自分の体や健康のこと

育児の協力者について

経済的なこと

仕事のこと

その他

無回答

（％）

第一子(n=789) それ以外(n=544)
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（３）悩みや不安の相談先（主なもの3つまで） 

・①配偶者，②親・兄弟・姉妹などの親戚，③友人・知人・近所の人の割合が高い。 

・対象児の年齢が低いほど「インターネット」を相談先としている割合が高い。 

80.1

76.1

37.9

21.5

24.9

3.7

9.8

0.8

0.5

0.8

1.3

1.9

78.3

76.8

40.2

17.3

28.3

3.6

8.3

2.1

0.3

0.9

1.8

0.3

80.0

70.5

40.7

14.6

30.2

2.0

8.1

1.4

1.4

4.7

1.0

0.0

73.5

72.3

42.5

16.3

23.4

6.2

5.2

1.5

0.6

3.1

2.5

0.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

配偶者

親・兄弟・姉妹などの親戚

友人・知人・近所の人

病院・医院・助産院

子育て中の仲間

保健所

インターネット

電話相談

デパート・スーパー・薬局等の相談会

その他

特になし

無回答

（％）

４か月児(n=377) ８か月児(n=336) １歳６か月児(n=295) ３歳児(n=325)

 
 

・第1子とそれ以外を比べると「インターネット」の割合は，第1子でやや高い。 

77.8

76.8

38.3

19.1

26.6

3.8

9.4

1.6

0.8

2.0

1.1

0.4

78.3

70.2

43.3

15.4

26.5

4.0

5.9

1.1

0.6

2.6

2.4

1.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

配偶者

親・兄弟・姉妹などの親戚

友人・知人・近所の人

病院・医院・助産院

子育て中の仲間

保健所

インターネット

電話相談

デパート・スーパー・薬局等の相談会

その他

特になし

無回答

（％）
第一子(n=912) それ以外（n=814)

 

 

（４）ゆったりとした気分で子どもと過ごせる時間があるか。 

・「よくある」が50.8%であるが，対象児の年齢が上がるにつれて「よくある」の割合が減少している。 

50.8

63.1

54.9

45.5

37.0

41.0

31.9

37.7

46.5

50.1

7.8

4.6

6.7

8.0

12.4

0.4

0.4

0.7

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,726)

４か月児(n=498)

８か月児(n=419)

１歳６か月児(n=398)

３歳児(n=411)

よくある ときどきある ほとんどない 無回答
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５ お父さんの育児参加について 

（１）お父さんの育児参加 

・「よくしている」は50.0%であり，平成16年調査と比較してやや増加している。 

H20　父親の育児参加(n=1 ,670 )

7.4%

42.6%
50.0% よくしている

時々している

ほとんどしてくれない

 

H16　父親の育児参加(n=1 ,711)

45.6%

9.4%

45.1%

よくしている

時々している

ほとんどしてくれない
 

 
 

（２）お父さんの精神的支え 

・お父さんが精神的な支えに「なっている」は56.0%，「ときどきなっている」は34.4%,「なってい

ない」は9.6%である。 

精神的支えになっているか(n=1 ,670)

34.4%

9.6%

56.0%
なっている

時々なっている

ほとんどなっていない

 
 
 

（３）お父さんが子どもと遊ぶ（あやす）こと 

・「よく遊ぶ（あやす）」は58.7%，「ときどき遊ぶ（あやす）」は38.8%である。 

子と遊ぶ，あやす(n=1 ,669)

38.8%

58.7%

2.6% よく遊ぶ（あやす）

時々遊ぶ（あやす）

ほとんど遊ばない（あやさない）
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６ 家族の喫煙と健康への意識について 

（１）母親の喫煙 

・妊娠前は，「毎日吸う」が15.5%である。20～24歳の「毎日吸う」は，50.0%を占める。 

・妊娠中は，「毎日吸う」は3%と減少している。20～24歳の「毎日吸う」は10.5%である。 

・出産後は，「毎日吸う」が6.2%と妊娠中と比べて増加している。20～24歳の「毎日吸う」は22.4% 

である。 

・いずれの時期においても20～24歳の喫煙率が高い。 

[妊娠前]

15.5

10.3

50.0

18.4

13.2

12.8

10.6

2.8

3.4

3.9

3.8

76.9

75.9

44.7

74.9

78.1

80.5

81.4

4.8

10.3

4.5

5.0

4.9

5.3
2.7

1.8

2.1
1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,726)

19歳以下(n=29)

20～24歳(n=76)

25～29歳(n=331)

30～34歳(n=684)

35～39歳(n=493)

40歳以上(n=113)

毎日吸う 時々吸う 吸わなかった 無回答

 

[妊娠中]

3.0

10.5

2.7

1.3

3.9

5.3

10.5

89.5

89.7

77.6

90.0

91.4

88.4

88.5

5.3

10.3

4.5

5.7

5.7

5.3
0.9

2.0

1.6

2.7

2.3

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,726)

19歳以下(n=29)

20～24歳(n=76)

25～29歳(n=331)

30～34歳(n=684)

35～39歳(n=493)

40歳以上(n=113)

毎日吸う 時々吸う 吸わなかった 無回答

 

[出産後（現在）]

6.2

3.4

22.4

6.0

4.1

6.3

8.8

3.4

5.3

2.7

86.8

82.8

72.4

87.3

87.9

87.8

85.8

5.0

10.3

3.9

5.8

5.1

4.4
0.9

0.8

2.2

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,726)

19歳以下(n=29)

20～24歳(n=76)

25～29歳(n=331)

30～34歳(n=684)

35～39歳(n=493)

40歳以上(n=113)

毎日吸う 時々吸う 吸わなかった 無回答
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 平成16年調査との比較（「毎日吸う」の割合） 

 

・全体では「妊娠前」「妊娠中」「出産後」のすべての時期において，平成 16 年調査と比較して低下

している。 

  ・妊娠前は20～24歳，35～39歳，40歳以上で，平成20年調査の方が割合が高い。 

・妊娠中・出産後は40歳以上を除き，平成20年調査の方が割合が低い。 

 

 

妊娠前（毎日吸う）

15.5
10.3

50.0

13.2 12.8 10.6

18.3

26.7
23.9

16.5
12.1

7.9

18.4

33.7

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

全体 19歳以下 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40歳以上

％

平成20年(n=267) 平成16年(n=323)

 
 
 

妊娠中（毎日吸う）

3.0

0.0

10.5

2.7

1.3

3.9

5.3
6.6

13.3
12.6

8.5

5.5
4.8 4.8

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

全体 19歳以下 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40歳以上

％

平成20年(n=51) 平成16年(n=116)

 
 
 

出産後（現在）（毎日吸う）

6.2
3.4

22.4

6.0
4.1

6.3
8.8

12.7

26.7 25.3

15.3

10.5 11.0
7.9

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

全体 19歳以下 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40歳以上

％

平成20年(n=107) 平成16年(n=224)
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（２）配偶者の喫煙 

・「毎日吸う」が31.2%である。母親の年齢が20～24歳では「毎日吸う」が53.9%と特に高い。 

[配偶者]

31.2

31.0

53.9

36.3

28.2

27.4

35.4

3.5

3.4

3.9

3.9

3.7

3.4

55.9

55.2

32.9

50.8

59.8

58.4

51.3

9.4

10.3

9.2

9.1

8.3

10.8

11.5

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,726)

19歳以下(n=29)

20～24歳(n=76)

25～29歳(n=331)

30～34歳(n=684)

35～39歳(n=493)

40歳以上(n=113)

毎日吸う 時々吸う 吸わない 無回答

 

（３）煙草が妊娠や乳幼児に及ぼす影響 

・「健康への悪影響はあると思う」が85.0%である。20～24歳では77.6%と他の年齢群に比べて低い。 

85.0

93.1

77.6

86.1

84.8

84.0

90.3

14.0

6.9

21.1

13.0

14.0

15.0

9.7

0.6

0.3

1.3

0.3

1.0

0.6

0.6

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,726)

19歳以下(n=29)

20～24歳(n=76)

25～29歳(n=331)

30～34歳(n=684)

35～39歳(n=493)

40歳以上(n=113)

健康への悪影響はあると思う 健康への悪影響の可能性はあると思う

健康への悪影響はないと思う 無回答

 
 

平成16年調査との比較（「健康への悪影響はあると思う」とする割合） 

・35～39歳を除く年齢群で，平成16年調査より増加している。 

85.0

93.1

77.6

86.1 84.8 84.0
90.3

81.1 80

69.5

80.5 80.8
84.5 87.3

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

全体 19歳以下 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40歳以上

％
平成20年（n=1,726) 平成16年（n=1,761)
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７ 事故予防に関する意識について 

（１）乳幼児の心臓マッサージ，人工呼吸について 

・「できる」は14.1%である。 

・「できない」は47.3%，「方法を知っているが，できない」は37.7%である。 

14.1

11.4

15.8

14.1

15.6

37.7

40.0

35.3

38.2

36.7

47.3

48.0

47.7

46.5

47.0 0.7

1.3

1.2

0.6

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,726)

４か月児(n=498)

８か月児(n=419)

１歳６か月児(n=398)

３歳児(n=411)

方法を知っており，できる 方法を知っているが，できない できない 無回答

 
 

（２）寝返りができるようになるまでの寝かせ方 

・「あお向け」が全体では87.4%，4か月児では92.0%である。 

87.4

92.0

87.8

83.9

84.7

3.0

1.8

2.9

4.5

3.2

7.8

5.0

8.1

8.0

10.7

1.0

2.8

1.0

1.0

1.4

0.5

0.8

0.2

0.2

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,726)

４か月児(n=498)

８か月児(n=419)

１歳６か月児(n=398)

３歳児(n=411)

あお向け うつ伏せ 横向き 決めていない（いなかった） 無回答
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８ 食生活について 

（１）家族の食生活で気をつけていること（あてはまるものを3つまで） 

・全年齢を通じて， 

「1日3食必ず食べる」「いただきますやごちそうさまのあいさつをする」は，50%以上である。 

・平成16年調査と比較して「1日3食必ず食べる」は大きく増加し，「子どもが自分で食べる意欲を 

大切にする」は，大きく減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

62.1

56.7

33.5 32.2

26.2

18.0 17.0 16.6 15.0

1.9 1.1 0.3

52.1 53.4

33.4 34.2

21.9
24

15.9
13.7

18.3

1.4
4.3

1.9

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

１

日

３

食

必

ず

食

べ

る

「

い

た

だ

き

ま

す

」

や

「

ご

ち

そ

う

さ

ま

」

の

あ

い

さ

つ

を

す

る

食

べ

物

を

大

切

に

す

る

こ

と

を

教

え

る

で

き

る

だ

け

家

族

そ

ろ

っ

て

食

べ

る

食

事

時

間

を

規

則

正

し

く

す

る

子

ど

も

が

自

分

で

食

べ

よ

う

と

す

る

意

欲

を

大

切

に

す

る

食

事

中

は

テ

レ

ビ

を

消

す

食

事

の

マ

ナ

ー

を

身

に

付

け

る

食

前

に

手

洗

い

を

す

る

そ

の

他

特

に

な

し

無

回

答

平成20年（n=1,726) 平成16年(n=1,761)
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（２）家族の食事作りで工夫したり，これからしようと思うこと（あてはまるものを3つまで） 

・「栄養のバランスを考える」がもっとも多く，次いで「できるだけ手作りにする」，「食品の品質・

安全性を確かめる」が多い。 

・「食品の品質・安全性を確かめる」は，平成16年調査の29.4%から45.8%に増加している。 

 

63.7

37.0

45.8

25.6

3.7

20.9 21.7

1.2 0.4 0.6 0.2

57.6

42.5

29.4

21.7

6.0

27.4

20.2

1.4 1.0 2.3 1.8

66.9

73.0

0

20

40

60

80

100

で
き
る
だ
け
手
作
り
に
す
る

い
ろ
い
ろ
な
食
材
を
利
用
す
る

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る

食
品
の
品
質
・
安
全
性
を
確
か
め
る

子
ど
も
と
一
緒
に
つ
く
る
機
会
を
も
つ

料
理
方
法
を
学
ぶ

う
す
味
を
こ
こ
ろ
が
け
る

行
事
食
や
旬
の
食
材
を
取
り
入
れ
る

調
理
時
間
を
短
縮
す
る
た
め
惣
菜
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト

食
品
を
利
用
す
る

そ
の
他

特
に
な
し

無
回
答

％
平成２０年(n=1,726) 平成１６年(ｎ=1761)

 
 
 

（３）食事作りが楽しくできる 

・「楽しくできる」「まあまあ楽しくできる」を合わせると76.2%である。「あまり楽しくできない」は

20.3%である。 

・平成16年調査と比較して，「楽しくできる」「まあまあ楽しくできる」が増加している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

21.9

54.3

20.3

3.2
0.3

16.6

50.0

28.0

3.6 1.8

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

楽
し
く
で
き
る

ま
あ
ま
あ
楽
し
く
で
き
る

あ
ま
り
楽
し
く
で
き
な
い

楽
し
く
で
き
な
い

無
回
答

％ 平成20年(n=1,726) 平成16年（n=1,761)
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９ 歯科に関する意識について 

 

○ 子どもの口や歯で知りたいことや心配なこと（あてはまるもの3つまで） 

・全体では，①歯並び・かみ合わせ，②むし歯，③歯みがきである。 

・4か月児では「指しゃぶり」「歯の生え方」「おしゃぶり」，8か月児では「フッ素」の割合が高くなっ

ている。 

23.7

43.8

38.4

1.4

3.2

3.4

32.3

8.0

16.7

31.3

13.1

4.0

0.6

10.4

0.8

18.9

45.8

43.9

1.4

1.4

6.0

35.6

11.2

29.8

16.9

6.4

5.5

0.7

9.8

1.7

18.3

45.7

45.5

0.8

2.8

4.0

34.9

10.1

25.4

14.6

5.3

6.3

1.8

9.5

0.8

14.4

44.3

45.5

1.0

4.6

7.5

24.8

15.6

26.5

13.1

1.2

9.7

1.2

9.7

0.5

0.0 20.0 40.0

歯の生え方

歯並び・かみ合わせ

むし歯

舌や口の中の粘膜

歯や歯ぐきの色

歯ぎしり

歯みがき

おやつ

フッ素

指しゃぶり

おしゃぶり

歯科治療

その他

特になし

無回答

（％）

４か月児(n=498) ８か月児(n=419) １歳６か月児(n=398) ３歳児(n=411)
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１０ 少子化対策について 

○ 少子化対策に効果があると思う項目 

・「かなり効果がある」は，「子育てに伴う経済的負担の軽減策の充実」75.5%「分娩費用の助成充実」 

66.1%，「妊婦健診費用の助成充実」65.2%と，経済面での支援策が上位3位となっている。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

49.6

52.7

44.2

39.9

36.5

65.2

66.1

75.5

42.4

33.1

34.0

33.4

34.2

33.7

32.6

23.6

23.4

16.3

40.8

44.7

10.0

7.5

14.7

18.1

23.1

7.4

7.2

4.2

13.2

16.9

1.7

1.6

2.1

1.6

2.1

4.1

3.8

2.0

1.5

3.1

2.9

1.5

1.0

1.1

1.2

2.7

3.8

4.2

3.9

2.7

0.6

0.5

0.9

0.6

0.5

1.0

0.7

0.8

1.0

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男女ともが育児休業を取得しやすい環境づくり

育児休業復職時の前職保障

育児休業期間の長期化・弾力化

男女ともに労働時間の短縮

男性の育児・家事への参加の啓発

妊婦健診費用の助成充実

分娩費用の助成充実

子育てに伴う経済的負担の軽減策の充実

授乳室の充実など子連れで出かけやすいまちづくり

子どもの遊び場や子育てサークルの活動場所の確保

かなり効果がある 少しは効果がある あまり効果はない 全く効果はない わからない 無回答
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１１ 保健所の乳幼児健康診査について 

○ 乳幼児健康診査に期待すること（最もあてはまるもの3つまで） 

・「子どもが健康に育っていることの確認」が最も多く，次いで「子どもの身体測定の記録」となっ

ている。 

平成20年（全体）（n=1 ,726 )

57.5%

87.7%

25.8%

36.6%

19.3%

6.3%

6.9%

0.8%

15.1%

0.9%

0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子どもの身長計測の記録

子どもが健康に育っていることの確認

子どもの歯科健診

病気や障害の早期発見

育児相談

栄養相談

同年齢の子どもを持つ親との交流を求めて

自分自身の健康面を相談するため

通知が来たから（特に期待するものはない）

その他

無回答

・4か月児，8か月児では「育児相談」が約25%，「同年齢の子どもを持つ親との交流」が約10%である。 

1歳6か月児，3歳児では「子どもの歯科健診」が50%を超えている。 

64.7

93.8

0.8

44.8

26.5

6.2

10.8

0.2

11.6

0.6

0.2

67.1

90.0

4.8

41.3

22.2

10.7

11.0

1.2

11.2

0.7

0.5

58.5

84.2

54.0

26.6

15.1

5.0

3.3

1.3

15.3

1.0

0.8

38.2

82.0

50.1

31.4

11.7

3.2

1.5

0.7

22.9

1.5

0.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

子どもの身長計測の記録

子どもが健康に育っていることの確認
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その他

無回答
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子どもを共に育む京都市民憲章 

わたくしたちは， 

１ 子どもの存在を尊重し，かけがえのない命を守ります。 

１ 子どもから信頼され，模範となる行動に努めます。 

１ 子どもを育む喜びを感じ，親も育ち学べる取組を進めます。 

１ 子どもが安らぎ育つ，家庭の生活習慣と家族の 絆
きずな

を大切にします。 

１ 子どもを見守り，人と人が支え合う地域のつながりを広げます。 

１ 子どもを育む自然の恵みを大切にし，社会の環境づくりを優先します。 

平成 19 年 2 月 05 日（育児ニコニコ笑顔の日）制定      

3 月 13 日 京都市会が憲章を積極的に推進する決議 

京都市母子保健に関する意識調査 

【結果報告書】 

（概要版） 
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